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ナノワイヤ酸素センサ
～加熱不要の高速酸素センサ～
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発明のポイント

発明の概要

従来技術との比較・優位性 

想定される用途

・従来の酸素ガスセンサのようにセンサ素子部分を加熱する必要がない
・NOx排出の低い高負荷燃焼の制御に向いた高速な燃焼センサ
・超小型（数ミリ角）である

酸化物半導体層(CeO2)の上に形成した幅10nm
程度のPtナノワイヤに定電圧源を接続、または定電
流源を接続し、酸化物半導体表面の酸素の分圧に
応じた電流変化または電圧変化を測定する

従来達成困難だった10秒@350℃の高速
応答、5秒@350℃の高速回復を確認した。

既存の酸素センサの応答時間はヒーター加熱下で10秒～数十秒。産業界が期待する応答性に達していない

車輌エンジンや事業所、家庭用ボイラーの高負荷燃焼の制御で必要とされる高速応答性を初めて実現できる
酸素センサとして、本発明は広い用途が期待できる

車のEV化のためガソリンエンジンは
成長市場とはいえないが、当面は
巨大な市場規模にある

動作原理
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